
（別紙３）

～ 2025年11月30日

（対象者数） 8名 （回答者数） 7名

～ 2025年12月29日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

より安心して、利用していただけるように情報共有や研修会

等に参加し質の向上に務める

2

継続して行っていく

3

しっかりと身体を動かす機会を継続して作っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

状況を見ながら、地域の方との交流を図る事ができるように

検討する

2

3

地域の方との交流が少ない 今年度は地域のお祭りに店を出店し、昨年度に比べて地域の

方やお子さまとの交流を図る事ができたが頻繁ではなかった

少人数制(1日最大で5名) 一日の受け入れ人数が少ない為、お子さま1人1人にスタッフ

が付き療育を提供する事が出来ている

個別リハビリを行える 理学療法士や作業療法士等の専門職が在籍しており、利用中

に個別のリハビリなどを実施するようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

看護師が複数名常駐している 看護師が複数名いている為、人工呼吸器を装着しているお子

さまでも受け入れる事が可能。

医療的ケアに関して、保護者の方が不安に感じているを看護

師が直接お話を伺い手立て提案や不安解消に繋げている

○事業所名 PARC(パルク)ウィル東大阪 児童発達支援

○保護者評価実施期間
2025年9月29日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年12月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025/12/25

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


